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１	
 見附市と長岡市の避難場所になっています  
新発田市は柏崎刈羽原子力発電所の事故発生時の見附市と長岡

市の避難場所となっている事がわかりました。新発田市は柏崎か

ら約 70ｋｍの位置にあり、風向きによっては当市も放射能汚
染を蒙る事が考えられ、他市の非難場所になりえない場合が

あるとの議員の発言がありました。原発は廃炉にしない限り稼

動しなくても大事故になります。新発田市においても、原発事故対

応についての本格的な検討が必要だと改めて思います。 
人材、資材が不足し復興が進んでいない東北地方の現状を

尻目に駅前複合施設や新庁舎建設を急いでいる事に対し、議

員から建設を延期してはどうかとの意見が出ました。市長は

福島の方の避難場所としていち早く手を上げても、この事は

意に介しませんでした。  
福島県相馬市から非難している方が議会を傍聴されていました。

避難している住宅の援助が 1年後には打ち切られる為、福島に戻る
しかないと言われていました。また、人々が放射能汚染に対して鈍

感になって来ている事を憂慮されていました。原発事故は他人ごと

ではなく、事故が起これば、食の循環によるまちづくり等といって

いる場合ではなくなります。 

２	
 人口減少対策への私からの提言  
3 月議会の予算審議を傍聴し様々な施策とその予算配分を知る

ことができました。教育施策や人口減少対策を見ても箱物優先の施

策に多くの税金が使われるばかりで疑問を感じています。人口減少

対策を軸に、他の施策と絡め皮肉をこめて提言したいと思います。 
① 図書館によって都市間競争に勝とうとせず、別の角度から男

性が育児、家事に参加する事で人口増加を目指し勝利し

ては如何でしょう。女性にかかる負担を軽減しなければ第

3子以上の出産は困難です。 
② 喫煙人口を減らすことを目指した健康都市宣言をしま

しょう。新庁舎の喫煙棟建設をやめ、市職員が率先し禁煙

し、脳卒中発症が原因で休職しないようにしましょう。職員

の長期休職者が増えていると聞いています。 
③ 箱物重視の教育政策をやめ、学校図書室の充実や専門の司書

や支援員を学校に常駐させましょう。過重労働による突然

死の原因となるような、教師の司書兼任を止めましょう。 
④ 女性司書や保育士の採用年齢枠を緩和し正規職員とし

て採用しましょう。女性が豊かになれば､まちに活気がで

ます。 
⑤ 商店街を、地元農産物を使い健康志向を打ち出した食べ

物街にしてはどうでしょう。糖分や塩分制限中の方が安心

して外食出来る店を認定するのも良いと思います。消費税率

8％後の消費落ち込み防止の為のプレミアム商品券発行予
算 3 千万円や形骸化した 100 円市への予算配分を止め
ましょう。  

⑥ 0 歳児からの保育料無料化を実施しましょう。副作用が
懸念される今年度実施予定のフッ素洗垢よりも大切です。 

⑦ 各地区に医療や福祉の専門家を常駐させ、幼児から高齢

者、障害をもつ人も持たない人も相談でき共に過ごせる

場を作りましょう。交流の中から絆と信頼が生まれ、地区

の抱える問題が見えて来ます。ここから自殺防止対策を含め

た、いのちを守る為の施策を考えましょう。 

3	
 車優先の道路整備が進んでいます  
	
 きらやか銀行横の道路は、新庁舎の車の出庫口方向に当たります。

この道路を現在の一方通行から両方向通行にするには道幅が狭い

ため、電柱を移動し、側溝を迂回させる工事が行われました。現在

車は一方通行ですが両方向通行可能になると、通行車両が増え銀

行利用者など歩行者にとっては危険性が増す恐れがあります。	
  
緑町方面から豊浦方面へ向かう中央交差点手前から、新庁舎の入

庫口につながる掛蔵線に入る為に、現在の自転車道の幅 1.5ｍを
0.5ｍに減幅し右折車線をつくる計画です。市側は、自転車道の
幅が狭くなっても、隣接する歩道は自転車でも通行可能であるから

と問題視していません。 
新庁舎建設に伴い、周辺道路の交通量調査に来年度も 700 万円

以上の予算が計上されていました。既に２回実施され合計約 1500
万円以上使われています。議員から、この調査は新庁舎完成後の

28 年度に実施すべきで、来年度は必要ないとの意見が出されまし
た。市長も再検討すると述べましたが結果はどうなるのでしょう。 
車優先、人が歩く為の安全が保証されない施策に税金が遣

われています。人が回遊するまちにするという市長の政策と

矛盾します。  

４	
 コミュニティバスで良いでしょうか  
	
 胎内市では、公共交通手段として、バスではなく、デマンドタク

シーが市民に喜ばれ利用されているそうです。300円で誰でも利用
でき、通院や買い物時など、望む時間に、玄関口まで送迎してくれ

るのですから市民に歓迎されるのは当然かもしれません。議会にお

いて、市長が当市はデマンドタクシー方式にはしないと述べていま

した。市民の方からは、何故、新発田市もデマンドタクシーに

しないのかと市長批判が聞こえています。  

５	
 公平性に欠ける二階堂市政  
ある会が市長との直接対話を秘書課に申し込んだのですが断ら

れました。別ルートで直接、市長に同様のこと申し込んだ際に、あ

る議員の名前を出し、その議員を通して秘書課に申し込むように言

われたそうです。何故、議員を通さなければ市長との対話が実現し

ないのでしょう。公平性に欠け、市長と議員との裏取引さえ疑

われる市政に民主主義があるのでしょうか。 
 
朝の連続ドラマの中でヒロインが「誰になんと言われようと、お

かしいと思うことは言わなあかん。それが無力な人間の責任だ」と

言っていました。このことばが私につきつけられました。 

一主婦からの新発田市政通

信  皆様これで良いですか  
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